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合
年
の
馬
鈴
薯
の
作
況
は
言
さ
が

災
い
し
て
か
、
当
初
見
込
一
一
ひ
れ
左
収

呈
を
や
や
下
廻
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

な
お
澱
粉
の
言
一
円
率
も
会
の
と
｝
」

ろ
最
低
の
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。舎
年
の
操
業
に
つ
い
て
は
耕
作
震

家
の
協
力
を
得
な
が
ら
目
標
を
五
十

五
万
俵
に
設
定
し
，
操
業
を
続
け
てiiiii3iliiilli1l 

澱
粉
工
場
の

操
業
真
最
中

お
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
天
候
に

も
患
ま
れ
順
調
な
中
で
進
ん
て
お
り

ま
す
。

出
荷
に
つ
い
て
は
切
符
制
で
実
施

し
て
い
る
の
で
宜
し
く
ご
協
力
願
い

ま
す
。

収
種
は
凍
結
防
止
の
意
味
か
ら
も

遅
れ
な
い
よ
う
作
業
を
進
め
て
下
さ

い
。
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さあ､いよいよ本希､がんばる劃今字はっぷそろいだ？

３日分処理量のホテi､ピンもほぼ満杯
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乳牛消流府県対策と

購買牛追跡調査報告

①｡。①告をＩ事始乳の
,っ－○牛分肉ノＬ前｜A］稗ず格が今き役政）Ｌ＃'１，め’|=六九
今ノブ％乳の等肉イド’'二度､の多夏まにホＬｌｊⅡがｌｉｈｌ、ｉｉ１ｉ『］Ｊ１
後でｌはｌｌｌｌも（llli対にと乳低かはし関クまし参部ｌｌＩ流｜)+Ｉ－ｌ－
ｌｌｌｌノⅡ’九熱望あが比つ忠'１二迷つ縦たｉＩｆｉしずて１１１］監本鉱に八
'二１ミリ[Ｉ其めｌ）〈約いわのと九幹。ノノン゜参しJI7符販苓［ｌ
\Ｌ￥Ｌ％仁を肉ず－てれ導肌゜にＩｉｌｉ人り゛･理とりよ
'品がでよい’|君れＩノリはる人模しての｜収ま府入委追関’）
場lllliIll’）･のてピイ[］･はのか乳ｌＷｆ文ＬＩＭ危員跡丙九
はぴびliliＩｍｌｉＷ％坐'二史拡し’｢農ｌｉｉｉたの帝長調四月
存たが年帯リが親ｉ１ｒ人．の状鶴の酪阪、寵｜:Ｅ１二
統関な対高・と’|署とが向い勢野で朧，ｉｌＬ竹に方｝
さ係く比は輸殺がｉｉｌｉ望牛たを巻御駕低村私而三
れか、九当人さ゛充め価み’1Ｗ在ｆｌｌ界の」TIIをに！」

勺に
細

工
山

生
産
委
員
長
秋
山
政
雄

串
閑

律韓Ｕ

る
だ
ろ
う
と
の
榊
。

②
兵
庫
Ⅲ
Ａ
帝
雁

①
視
察
腱
家
川
戸

●
都
市
化
に
よ
る
今
後
酪
農
を
経
鴬

す
る
に
は
無
卵
な
地
域
で
、
呪
在

の
後
継
荷
も
届
な
い
の
で
現
経
営

料
一
代
で
終
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

。

高訟市西部農協での研修園し畳

①
此
の
地
域
は
令
泣
各
地
か
ら
乳
牛

が
導
入
さ
れ
て
摺
り
、
中
標
津
の

牛
と
比
較
さ
れ
、
牛
の
体
格
、
又

価
格
的
に
も
考
え
て
ほ
し
い
と
饗

望
さ
れ
た
。

●
縦
雌
牛
は
一
雁
探
り
で
肥
育
販
売

の
唖
態
で
あ
っ
た
。

③
秀
川
県
高
松
西
部
農
協

ｏ
谷
沢
組
合
長
を
始
め
各
部
課
長
に

御
挨
拶
を
申
し
し
げ
、
今
後
の
取

引
等
の
依
頼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

①
視
察
農
家
三
戸

Ｚ可

徳島市の鴻野牧場ほとんどの乳牛は中標津麿

願まｌｍｉに朴柘’卜関｛、。｡。。①。。
いすlUll負かし又のＩＫｉ雌｛二ち千中育」ｌｈ蝉で｜［，ｋＮＬ役が’卜育お’'１
１１１°をけ良な、｛,ｌｉの】;]；まつ超ゴ標し』亡人好にイｌｚ察徳所一、に成と標

脚川1嚥鱗雛騨
げ員る牛をばか昨（よ役
、各取作育ならｌｌｚｉ)|’が
報位がり成ら新をぴｊｉＩｉ作でし飼１，１；はのたおで帝一
告の必としずし「なしが、て青る肉事。U、

：瀬際。小で胸。すと御要商、、い廻いて
致協と品翁私版るだいとす、''二で
し力思と道共路だろた。時のスＬ・り’６にと力：ＩＦのつい
まをわし各化をろうｊｍｌ＃でタて続火」ｉ思全で台たし
士おれて地産｜)Ｍｉｏり，'ｉｋ立ンlllHき夫瀧ｉイl：すＩ茂。、

関西編

生産委員長秋山
政雄
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参＋テそ【1.佐ノノの；'１１１'１１察代かｆｌＫＬ｝l〈ノ［でⅡⅨ（１A｝ｆｉＥｌｉＪ：」;１．の
)し膠吾のに々ｌ｢ｉｌ炎とｌＩｊｌ)「炎’;ばてを阪今光「水をll1l61lA1例
1］にん綿｜｢i］イ<へ流臓Ⅱ（催が聾か実’'１をイ|：事の燕の為トド年
｜・しの過ｉ「理、をｔｉとＬｌヨ報ね加心【lｉｂ業状ね｜仮に販六
へた此をＬ４Ｆｌｲ｛雛ご兵たかのてをと心全のルビて路、完）１
１１いれｆｌ』てに藤めイノｉ庫いらあか致す上役鵬を、抽役エＩＦ１
１１１とかｉＩｉ謬佐liilfまを１Ｍと\Ｌりらしるすｆｉ並ＬＬ今人ｔｉ業し
隙．uらし｜）ｌＩｌｆｌｆし派仁の,|￣ま\Ｌま’1Ｍるがににまと又のＩｊ
ｉｌＬＬ、のてま′に、た辻ｉ７ｉｌ希‘）し’卜し71〔ⅡＭ二役調で｜賂は１１」（ニ
噛ま[|,ｉｌ、し巌青･し志削梢た政た方ｉｌｌｉ班立行に腱聯洲か
港す体組た部藤私、会に流’|｛良。而力にてしＩ勝到Ｔｎなけ
卜･販什の氏、は）上役応ウヒ順’’７１皿にlni分る今岡ｌｆｉが帷て
１１朧売上ｉでの久ＩＭＩノノ11ぇを蹄，,』（にク）とれ｜｝後しの｜ﾉｌ進\Ｌ
発のの、・我リ〔と・て槐の会イＸｌｉｔ＃〔て的のたｉＷＭ」1h巻’'二

｢関東編
⑪ 

営
農
委
員
長
藤
井
弘
美

えＩｌＩｉｌ・パ・イ「 １１の’ノリ。｜･ﾄリう）テてをⅡ［氏部＃〔Ａ１ｌｌＴ
閥はニラ八，､、０６１.うき、｝‐企、’１ミ受」Ｉｕに酪叶（つよ)砿

ｉｆ縦雅'4,!｢$腱ｌＩＭ:ザ;[櫻,｢ﾐｾﾞｌｔ脈lliilif↓＆iii

,囑川I蝋iii鰯職lMii'慨州繊糯雌ili＄鶴A隊￥：Miii1鰍鮴繍lllii腕生の,ili慧氏識i,竹川瀞
の：飲い、堆移【±は’':世まイ(fの終投し鰹にでとを行''’一
'ｌ２ｌｌｌｌる′|：ｌＩｔＬｌｉｌｉ鈍乳１１Ｍで移ｌ１ＷｆＩ）術た室っｉと洲跡し央畔
｢;ｋ・向・乳は、イ「化「『|・２１：はは腱ま几゜をいと在ね。金二
葱銭原なの」ＬＩｉＡｒＪＬｌｌＩｉｉｌ}ｉｆイ|‐ｌｌＨＩｉｆＬｌｌ#求認てし役、金庫１．
欲に料沿稀｜’.」こたノ１．と串fIl勢左ｌｊＬｌオ（識説て藤｜iii＃腱余分
が１１１｝乳兀総八」Ｌ「「｡’)i：な/ｆｌｉは。｜・スしｌﾘlllHl小農迎農羽

１F在、

｣ 

|‐駅」Ｌ要る躯（'''１）のｉｌｉｊいＩj舟で今大
分発ｌｌＪドノＬで酷ノ；（と１㎡のみも年に
下．＝月あ腱文以忠はでは特夏努
蝿一|・－１-十リニIきｌｉｒｌ２わでIli昌兄に」Ｕ１ブＪ
ＩｌＬ－分」しま憐にがれきｆｌ芝ら孔のＬ－Ｉ、

雌時來日すのお全るるｌｉＸｉｌＬ’|・幹た
lll＝京、。慨け農。ものなのさい

。

購扱数（三）要でなタの（。仲あい今
ＩＹＬ、Ｌゴが、JWl脱ぴｌ）て一
方は干乳あ（侍は脂礼が、は歩
式［'’八’卜るタは梢粉製大特価一上
を下百の。’で濁乳、品きに裕ら
｢１１頭頭ｉｌｉのき停のはいり'１げくな
点でで流

Ｍｉ灘臘WIo工蕊いにあ、は乳で一
系り｜ﾉＪ全拡北ＩＩｉＬは乳及川’力
統、束農大柳況望原ぴぴ、
IMli将京取をｊｉｉでぬ科￥Ｌる梢
貿米支扱図あはると飲傾１Ｂｉ
の展所いるた大がし料向に
拡示取頭必ｌ）きパての１こつ

+おｊＬ頚る］ili1つ－１－けの間農ｒｈ
ｍｌ）の－１１Ｆ･イi；たＩる工に氏協着

でま'w倫臘年亙ｶﾐ辛繩I11iilf所す農協中

:1灌餓吉鰯＃ｆ灘ｉｇ卜 程‘|ｆｆｌＩＷｆ農酪をＵｌｉｌＴ
年乳なで；度勢農協農受隆蕊
&臘鮒艤 仁の４，［は家け氏県

減変１１V以兄、、安

rポiiijijfif鰯璽趨珊鰯
てりし、「I．て合で｜'「でこ佐部
お石て当l［いせあｌ１Ｌｌか台久酪

β口内

千棄県安房南部の乳牛の舎飼

す６維ま「’たいＩい米Ｉりおてセlvl￣すＬＬ’i・・二’1Ｍ法ｉ１をお家術ｌｊ
ｏ希箙し＃，。と八くる主り泌ンｌＪＬｌるい’'1-1．’－－．］ＨｉでＩ|丙管ｌ）「［望、
蝿’卜だ＄|ｆｌｌＭ制Ｉ｜‐必」{〔限、乳チｌ‐』|舌の‘標１頭戸〃イj：とタト、らし’１１.
ｌＩ１ｌののを細作頭要り度｛lIIi能以セぱでil4｛・Ｉｌ１１ｈｉ’|・しかこのて忽
米ＩＩＲで迎合長老がり｜と樵ブＪ」．ン」Ｌ､のｌｉ言Ｉ）には、らの鑑いに
る充大１露長はＩ|’あさし（よの、チ）｜午’|：頭｜・の｝''１１A’’'１弾」Ｌ街ま乳

一イ１１光変しと税擦る巻て笘而足以ｌ後は飼頭総；iｉｆ索’'二人〃介す｛【lii
次手と恐てHHlljI津が将お｜‐い’|班｜､１．と体育で憐し’1弓でしの卯。の
牙光し縮案久しよ、ボノノ：Ｉｉ．’卜の、「ｌも絡が、ｉｔＭてと処て経化まｌｉｌ'ｉ
へだてし｜ノリ１１１］てＩ）今といノブを強１１m分導・１えほ膜いし分一街（二だ’2
つとはまし理沿導イ'二も【二ｌ論いｌｊＩ娩入能均かはまてを腹は鍔、げ
づ思将して事ｌ）入は仁（片１Jリ咄．ｒ「のをノ」「l〈ｊ仁搾すllll↑す搾経ノＪ什改
くい来たＪｒ〔さまし七し頼一1一しそノＬ体希共で肉乳。青る乳産しｌｉｉｆ定
一まとかきんした｜‐て｝|トフ』てＬ－ｌ、淘望に尤索’|‐し〃を′|詮て腱を
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九
月
中
旬
、
中
標
津
町
乳
牛
改
良

同
志
会
主
催
と
し
て
は
初
め
て
、
会

長
、
監
事
、
支
部
長
、
職
員
一
一
宿
の

計
五
名
で
、
岡
山
県
賀
陽
町
農
協
の

酪
農
情
勢
及
び
共
進
会
と
兵
庫
県
洲

本
市
酪
農
農
協
の
二
カ
所
を
訪
れ
、

乳
牛
の
追
跡
調
森
と
拡
販
に
行
っ
て

来
ま
し
た
の
で
共
進
会
等
の
状
況
も

含
め
ま
し
て
報
告
致
し
ま
す
。

▽
岡
山
県
賀
陽
町
農
協

岡
山
県
賀
陽
町
は
、
五
ヶ
付
が
合

併
し
出
来
た
町
で
北
海
道
の
町
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
ま
す
。
賀
陽
町

農
協
は
、
乳
牛
、
和
牛
、
肥
育
と
広

い
分
野
で
経
営
を
し
て
い
る
酪
農
家

が
多
く
、
畜
産
に
力
を
入
れ
て
い
る

腱
協
で
、
組
合
員
数
二
、
○
○
○
人

（
ほ
と
ん
ど
出
稼
ぎ
『
酪
農
家
戸
数

七
五
戸
、
乳
牛
『
九
○
○
頭
、
経

瀧
牛
頭
数
一
、
二
○
○
頭
（
一
戸
平

均
．
八
頭
『
平
均
能
力
五
、
六
○
○

姥
（
県
平
均
五
、
五
○
○
昭
『
乳
価

一
○
七
円
、
一
戸
平
均
収
入
、
一
○

府
県
消
流
地
視
察
報
告

Ｉ
 

今
後
も
中
標
津
乳
牛
賎
期
待
さ
れ
て
い
る

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
会

Ｃ
Ｏ
〃
円
、
平
均
草
地
面
積
Ｔ
五

順
の
平
均
的
酪
農
家
が
多
い
様
で
す
〈

中
で
も
大
型
経
営
（
五
八
頭
搾
乳
二

八
○
ｔ
）
の
酪
農
家
も
い
ま
す
。

飼
料
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
（
サ
ィ
レ
ー

ジ
、
柁
草
）
、
ソ
ル
ゴ
ー
、
コ
ー
ン
、

ビ
ー
ル
粕
が
主
で
、
放
牧
、
運
動
は

一
切
出
来
な
い
状
態
で
す
。

中
標
津
町
農
協
よ
り
乳
牛
を
導
入

し
た
酪
農
家
数
戸
を
視
察
し
ま
し
た

が
、
牛
舎
に
入
り
ま
す
と
十
群
の
中

で
は
目
立
っ
て
よ
く
、
導
入
牛
に
対
す

る
評
判
は
良
い
様
で
す
。

自
家
生
藤
牛
は
、
粗
飼
料
、
運
動

不
足
の
た
め
か
発
育
と
体
積
が
不
十

分
で
特
に
足
、
腰
の
欠
点
の
多
い
牛

が
目
に
つ
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
欠

点
を
補
う
北
糎
道
乳
牛
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
協

酪
農
部
会
員
二
一
Ｕ
名
参
加
）
と
交

流
会
を
持
つ
場
が
出
来
、
中
標
津
の

酪
農
状
況
、
現
在
使
用
極
雄
牛
数
頭

の
ス
ラ
イ
ド
を
持
参
し
Ｐ
Ｒ
し
た
と

声、

長
佐
藤
拡

こ
ろ
好
評
を
得
、
夜
遅
く
ま
で
意
見

交
換
し
合
い
有
意
義
な
交
流
会
で
し

た
。
今
後
と
も
中
標
津
の
乳
牛
を
導

入
す
る
希
望
も
あ
り
、
初
産
よ
り
経

済
性
に
適
し
、
中
型
で
良
い
が
、
足

腰
の
丈
夫
で
乳
器
の
し
っ
か
り
し
た

乳
牛
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
北
海
道

導
入
牛
を
基
礎
牛
と
し
た
い
意
志
が

強
い
た
め
、
そ
れ
な
り
に
選
択
に
は

慎
竜
で
す
。
特
に
経
済
性
の
追
求
は

旺
盛
で
、
よ
り
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な

る
乳
牛
を
求
め
る
の
は
皆
さ
ん
同
じ

考
え
で
す
。
維
営
の
一
環
と
し
て
個

体
販
売
を
す
る
な
ら
ば
上
産
地
と
し

て
そ
れ
な
り
に
適
し
た
乳
牛
改
良
は

今
後
共
ま
す
ま
す
追
求
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
℃
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､セエェニー葆忌

年記念共進会に て賀陽町3D医

次
に
共
進
会
の
模
様
で
す
か
．
年

一
Ⅲ
開
催
さ
れ
る
賀
陽
川
農
協
共
進

会
は
、
本
年
一
一
一
○
周
年
記
念
の
年
に

当
り
一
戸
一
頭
出
陳
を
目
指
し
、
乳

牛
の
部
で
は
六
○
頭
が
出
陳
さ
れ
ま

し
た
。

四
部
で
、
審
査
方
法
は
、
北
海
道
と

Ｎ
じ
で
す
が
、
日
頃
の
辿
動
、
調
教

不
足
の
た
め
、
思
う
よ
う
に
な
ら
ず

出
陳
菅
も
審
査
員
も
幣
労
の
連
続
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
総
体
的
に
オ
ー

バ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
乳
房
形
状

の
悪
い
牛
が
多
く
、
そ
の
小
で
も
北

海
道
導
入
午
が
上
位
を
占
め
、
上
位

入
賞
牛
が
優
等
質
、
ほ
か
等
賞
と

全
頭
入
賞
牛
で
地
域
色
の
あ
る
擬
賞

の
方
法
で
す
。
四
部
Ｈ
ト
ソ
プ
牛
に

中
標
津
町
農
協
よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

乳
牛
改
良
同
志
会
よ
り
特
別
賞
と
し

て
バ
ー
ナ
ー
を
贈
墨
し
出
陳
者
の
盤

大
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
昼
食
を

出
陳
肴
と
一
緒
に
取
り
な
が
ら
乳
牛

０回、

改
良
、
共
進
会
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
し
合
い
友
好
的
玄
共
進
会
で

し
た
。
酪
農
部
会
員
は
非
常
に
改
良

に
熱
心
で
、
導
入
牛
に
対
し
て
は
極

雄
牛
竪
母
能
力
、
経
済
性
両
面
よ
り

追
求
し
、
北
海
道
優
秀
極
雄
牛
の
精

液
は
入
手
困
難
な
状
態
の
た
め
、
水

牛
、
娘
牛
に
対
し
て
は
相
当
な
期
待

を
か
け
て
い
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
兵
庫
県
洲
本
酪
磯
農
協

牛
乳
の
佑
産
、
製
品
、
販
売
ま
で

一
環
し
た
工
場
を
持
つ
酪
農
専
門
農

協
で
す
。
人
手
ス
ー
ハ
ー
の
ダ
イ
エ
ー
、

学
校
給
食
が
主
な
販
売
光
で
す
が
現

在
農
協
だ
け
の
牛
乳
で
は
不
足
し
て

い
る
状
態
な
の
で
生
雄
を
ｔ
げ
る
た

め
に
農
協
、
組
合
員
が
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。

牛
乳
販
売
ル
ー
ト
も
、
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
双
方
の
組

合
員
が
い
る
た
め
複
雑
化
し
て
い
る

様
で
す
。
こ
の
地
区
は
大
型
経
営
が

多
く
、
総
頭
数
一
八
○
頭
、
経
産
牛

八
七
頭
と
驚
く
よ
う
な
酪
農
家
が
お

窪
り
、
狭
い
な
が
ら
も
述
動
場
を
作
っ

総
て
い
る
所
が
目
立
ち
順
調
に
発
行
し

“
て
い
る
行
成
作
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
、

糖
半
日
か
け
て
五
七
、
五
八
年
度
に
中
標
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津
町
農
協
よ
り
導
入
し
た
牛
を
七
戸
、

十
五
頭
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
総

体
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

値
段
統
済
性
に
適
さ
な
い
乳
牛
は
厳

し
い
見
方
を
し
て
い
ま
す
。
導
入
地

区
も
中
標
津
、
日
糠
、
北
見
と
広
く

比
較
さ
れ
る
而
も
あ
り
ま
す
が
、
中

で
も
中
標
津
の
乳
牛
は
自
信
を
持
っ

て
良
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
十
ヶ
月
の
育
成
牛
で
導
入

し
た
汁
’
’
１
デ
ー
ル
’
テ
ー
リ
ィ
・
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
（
弾
正
原
正
氏
媚
産
）

は
、
十
一
月
分
娩
を
迎
え
素
晴
し
い

牛
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
育
成
牛

で
導
入
し
た
も
の
の
巾
で
は
成
功
し

て
い
る
一
例
と
思
い
ま
す
”
午
後
、

洲
本
酪
農
関
係
者
（
二
○
符
参
加
）

と
、
懇
談
会
が
あ
り
、
哺
育
、
育
成

価
格
、
極
雄
牛
選
定
等
の
懇
談
が
な

さ
れ
双
方
理
解
を
深
め
無
事
終
Ｉ
し

ま
し
た
。
洲
本
酪
農
農
協
も
今
年
度

導
入
計
画
を
し
て
お
り
、
初
妊
牛
と

合
せ
、
育
成
牛
の
希
望
も
多
く
、
経

捲
安
定
を
図
る
た
め
、
多
額
の
投
資

を
し
て
北
海
道
に
買
い
に
来
る
の
で

販
売
す
る
側
と
し
て
も
乳
牛
の
販
路

拡
大
と
、
自
ら
の
経
営
安
定
の
た
め

に
も
改
良
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

銃もばて僻
に的特、テナ二
つで↑lミル１１をの
きすを辨卜Ｉｉｉｉ
－二゜，郡山」ノー験
ｲ|芒時しにしは

IilIll:鯛IiiLlf臘
仁竃くる朝行
オフはよ」又系沿
た灘う応統よ
っ皿とあにび
て.‐するつ｜;Ｒ
Ｏ腱系ろいい系

／ ￣へ

馬鈴薯談義｡

ばれいしょ品種改良の話

'￣、

特性検定試験(1)十
月
十
八
日
・
十
九
日
は

⑬こんにちは′
農協貯金 ノ村上紀夫根劃Ⅱ農言式

、

１１樅し窓す「|］１ワヨでを後ををよ肥７１検定施
病判でコリヒウクセシはＬ|§Ｉに，霧｜則り大仁定はし
{縦走ポｌｉｌｊ農イイシロ、定行超’）便し他は、ま
しＩ切符戒ルンロか。Ｌ望さ、Ⅲたえ布一|－す－■ゲ

イ「ま｜、でとスがが強十ま系せ疫ｌｉｋ後、望勝･
熟す｜蝋はＹＩ病リリ「'１<うす統ま病水、塊系農塊
系。塔、「にと間、プ゜のす１%ｉをス茶統試茎
統莱ＬＹ幾’1Ｍなで農キー塊。にｉｆプをとで腐
を巻、ウ試すつ、林、ｊＬ諸そよいりあ既実敗
交病汁イでるてソ）－エま胸しる疫ンる存施に
江は瓶ル,腱枇い周サニで１１セて塊病ク程品し関
にｌｉ１を病施定ま畷、ワのの、茎のう嘆種ます
Ｉ,'１１場接はしはす、紅、検強ｌ;,'「腐輿｜まをする
えに睡綱ま､。メメＬ｜、定弱凋敗延にで交。検

｜
曰
皆
貯
金
の
曰
で
一
乳

Ｏ
集
金
方
法

近
日
中
－
－
』
詣
金
袋
奄
組
《
□
員
各
戸
に
送
何
し
、
顯
間
①
亡
職
員
が
醤
｜
匡
在
訪
問
し
て
集
金
し
一
ぴ
す
（

弩
今
笙
學
某
茄
琶
全
三
に
参
辿
舅
と
描
選
に
よ
る
当
選
吉
に
粗
品
狂
篭
し
上
げ
武
一
・
。

側
然
感
染
に
よ
る
裟
蕊
の
病
徴
で
判

定
し
ま
す
。
後
者
で
は
、
圃
場
に
罹

病
株
と
有
望
系
統
を
一
畦
お
き
に
他

え
日
然
感
染
さ
せ
、
当
代
感
染
、
「

次
感
染
の
病
徴
に
よ
っ
て
葉
巻
、
雛

菜
、
エ
ソ
、
縮
葉
な
ど
に
分
け
て
、

そ
の
強
弱
を
判
定
し
ま
す
。

恢
噛
病
に
関
す
る
検
定
は
、
柄
同

農
試
で
実
施
し
ま
す
。
枇
定
は
塊
茎

切
断
伽
へ
の
催
極
に
よ
る
〃
法
と
、

崎
の
希
釈
液
に
没
漬
す
る
〃
法
に
よ

っ
て
総
合
的
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
検
定
で
は
、
コ
ナ
フ
プ
キ
、
農

林
一
号
が
強
く
、
Ⅶ
醗
蝉
、
ワ
セ
シ

ロ
は
弱
く
、
紅
几
、
メ
ー
ク
ィ
ン
は

Ⅲ
Ⅲ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

粉
状
そ
う
か
病
の
検
定
は
、
艮
崎

農
試
で
実
施
し
ま
す
。
水
川
典
作
に

Ｍ
え
《
そ
の
罹
病
蝿
度
を
判
定
し
ま

す
。
本
病
は
塊
疵
、
辿
内
で
か
な
り

「公

発
病
率
お
よ
び
塊
鶚
の
維
管
束
の
隅

変
程
嘆
な
ど
に
よ
り
抵
抗
性
を
み
ま

す
。
本
病
の
過
内
で
の
発
生
は
、
最

近
聞
か
れ
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
関
す
る
検
定
は
、
中
央
農
試
に
お

い
て
具
狩
の
発
化
川
場
に
、
有
望
系

統
を
随
え
て
収
筑
性
を
み
て
い
ま
、
頑

付
望
系
統
が
抵
抗
性
世
低
ｒ
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
．
北
農

政
で
検
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
黒
あ
ざ
病
、
そ
う
か
病

に
関
す
る
検
定
は
、
細
織
的
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
刈
咄
の
選
抜
過
稗
に
お

け
る
雁
病
擁
噛
を
み
て
お
お
ざ
っ
は

仁
判
定
し
て
い
ま
す
噂

広
い
地
域
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

汁
枯
応
の
縦
走
は
．
長
崎
農
試
で

淀
施
し
ま
す
。
検
定
は
附
発
北
側
場

に
八
Ｎ
中
伽
に
樅
え
て
、
地
し
部
の
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卜
Ⅱ
は
舎
飼
期
を
ひ
か
え
、
冬
型

飼
料
へ
移
行
す
る
大
切
な
時
期
で
龍

越
冬
準
術
を
確
実
に
行
っ
て
い
く

と
共
に
、
乳
牛
の
個
体
能
力
や
状
況

に
応
じ
た
飼
料
給
与
を
行
い
、
エ
サ

の
変
化
に
適
確
に
対
応
し
た
管
理
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

｜
、
飼
料
の
切
り
換
え
は
徐
々
に

八
月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
の

秋
施
肥
に
よ
る
晩
秋
放
牧
地
を
確
保

し
て
な
い
限
り
卜
月
の
肱
牧
草
か
ら

の
採
食
塾
は
川
綜
で
き
ま
せ
ん
。

放
牧
依
存
度
が
入
き
い
と
乳
量
は

月
に
見
え
て
減
少
し
ま
す
。
乳
晶
が

減
少
し
て
か
ら
、
あ
わ
て
て
対
策
を

誰
じ
る
と
第
一
胃
内
の
微
化
物
が
粗

飼
料
の
急
変
に
対
応
で
き
な
く
な
り

牛
の
体
調
が
悪
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
に
お
け
る

研
意
点
は
、
①
飼
料
の
急
変
を
避
け

十
Ⅱ
間
以
ｋ
か
け
て
切
り
換
え
て
い

く
こ
と
、
②
切
り
換
え
に
よ
る
栄
稚

瑞
境
期
の

飼
養
管

不
足
に
注
意
し
、
乳
量
の
減
少
を
防

止
す
る
こ
と
で
す
。

二
、
越
冬
用
粗
飼
料
の
確
保

よ
く
春
先
に
な
っ
て
か
ら
粗
飼
料

‐
一
Ｉ

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
し
』
て
一
価

泌
乳
小
に
対
し
て
も
エ
サ
を
制
限
し

て
給
与
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
存
に
な
っ
て
か
ら
エ
サ
の
ｆ
足

に
気
付
い
た
の
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
し

せ
っ
か
く
の
牛
の
能
力
を
ひ
き
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

へ
‐
月
は
不
足
飼
料
を
千
配
し
た
り

エ
サ
の
給
与
組
併
せ
な
ど
を
調
蟠
し

て
舎
飼
期
に
入
っ
て
い
く
準
附
の
で

き
る
雌
後
の
Ⅱ
と
し
て
位
簡
付
け
、

越
冬
粗
飼
料
確
保
量
を
確
認
し
、
必

要
な
手
を
打
つ
一
一
と
が
大
切
で
す
。

十
一
月
か
ら
来
年
六
月
ま
で
の
期

間
（
二
｜
・
（
日
）
中
の
成
牛
一
頭
あ

た
り
の
粗
飼
料
必
妥
最
は
、
サ
ィ
レ

ー
ジ
で
八
Ｊ
、
乾
草
で
一
・
兀
ノ
キ

日
喪
と
し
ま
す
。
粁
牛
で
は
一
一
の
牝

〆､理
対
策サルのくき栄あは三あなきのがビ硴す［ニ

イ嘘シを、し、喪ビリ、「１１，１）どなイ、ツ躯保゜％
レでウ給卜「鰯Ｉｎｌｉｌまビ標副まのも徹衣グゴドカｌ表、
ｌ籍ム与○料もトすｌｉｌｌ産す]冊の底べ゛を｜仔
ジ｝プー剤しＩで両ト・卜に物・簡でに二Ｉほ舵－２１二
判すをま大すい'１、おのをすよが几場認、で
用る多し･。のプソ什有！i｣‐・る示乾にし表は
す場目よ％ｔではプる効急収ロす草放て’=
る合にうに砂Ｉ雁澗やｉｉｌｌ利に紬スとをilrtr二○
場は給③ｒの乳化で雁用とまはお兄吾さを％
合一ゲーそ乾湿効力：ん物るた非｜）かれぃ参が
でＣｉＬのし人果災粉と必は常、けて｡」!iＭ必
Ｕｑ篭ま際たがの〈粕Ｌ奨被に筏まいし要
Ｅﾉ､魂力も少ﾉ〔､がてが租人貝Iするてで
表－１サイロ型式別単位容積量

北根室地区

農業改良普及所

蕊
以
内
と
し
ま
す
。

で
ん
粉
釉
は
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
瀧

乳
効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
タ
ン
パ
ク

鷺
や
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
か

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
エ
サ
給
い
の

■
Ｐ
■
 

Ｐ一川一 市斌

700]垣

サイロの容稔算fll方法 ０
 サイロ咽式 ､■ 

タワ_サイロ１２稀x11会イモ×３．１ｌｘ｢Ｗｉさ

800k狸パンガーサイｐＩｌＨＴｘ炎さｘｉＦ１さ 毎■囚

750k日タテｘヨコ×満さ
下1ｍY＋￣ｌ「IIfn-，；聖

角形サイロ

600kｇ ｘ低さｘ而さスタソクサイ□
２ 

」Ilnあたり500kｇピソグベールサイレージ機繩及び原料の水分念品により異る

表－２乾草重量表－４給与価

一’ ｢～ 乳』卜の条件Ｉ種650kgﾀﾞL鯉OkgjnIIiillI359b １Ｍあたl｝iFkl備孝

瀞lYLことや入乎
光llIIlニー膣計り
確認する。

ＤＭＤＣＰＴＤＮ 

17.61垣］，２５０ＲｌＬＯｋｇ

ＤＭＤＣＰＴＤＮ 

17.61垣］，２５０ＲｌＬＯｋｇ クイトベール １２－１５kｇ 際
は
細
介
せ
に
加
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

炎
－
川
は
、
こ
の
時
馴
の
総
り
の

例
で
す
が
．
飼
料
計
算
を
笈
施
し
て

聾
求
量
に
兄
合
っ
た
総
リ
を
行
っ
て

ｒ
さ
い
。

例］例２１列：

調製i賎繩によ'ｊ
出る肉

｣?[サイレージ２０kｇ２５kｇ２５kｇ ピゾグペーノし 4()()l蝶

､lYK５４．５。[妬瀧

表－３庶敗の厚さとロスの割合ビートトッフ、Ⅸ
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無
脂
固
形
分
は
、
榊
成
す
る
成
分

も
多
く
、
そ
の
変
動
に
は
先
月
号
で

記
載
し
た
よ
う
に
種
々
の
要
因
が
錯

そ
う
し
て
お
り
、
か
つ
、
不
明
点
が

あ
る
が
現
在
の
知
識
．
技
術
を
も
と

に
す
る
と
き
、
次
の
よ
う
な
改
蕃
対

策
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑩
、
飼
料
給
与
の
適
正
化

、
低
無
脂
固
形
分
乳
の
‐
ｌ
ノ

改
善
対
策

雪
印
乳
業
Ｍ
中
標
津
ェ
場
徳
永
隆
一

■
ゴ
ゴ
ニ

エ
ー
ノ
ウ
ッ
ソ
ー
？
ホ
ン
ト
ノ
の
連
発

〈
あ
る
受
入
農
家
よ
り
〉

去
る
八
月
、
農
業
委
員
会
、
農
協
後
、
形
通
り
の
挨
拶
、
牛
舎
、
牧
場

よ
り
依
頼
さ
れ
て
い
た
学
生
ツ
ア
ー
の
案
内
、
搾
乳
の
見
学
、
手
伝
い
な

の
一
行
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
参
り
ど
で
時
が
た
ち
、
夕
食
を
共
に
し
た

ま
し
た
。
そ
れ
は
話
に
附
く
と
、
花
の
は
七
時
半
ご
ろ
で
す
。
そ
の
間
約

隙
探
し
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
と
三
時
間
半
の
問
、
彼
女
た
ち
は
「
エ

の
こ
と
。
家
族
も
少
な
か
ら
ず
こ
の
－
シ
〃
ウ
ッ
ソ
ー
〃
ホ
ン
ト
ー
〃
」

企
画
に
興
味
を
持
て
た
し
、
ま
た
少
の
連
発
で
し
た
。
初
め
て
牛
を
近
く

Ｌ
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
気
で
見
た
人
、
触
れ
た
人
、
そ
し
て
生

持
ち
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

乳
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
迦
し
て
バ
ル

当
日
、
午
後
四
時
ご
ろ
彼
女
た
ち
ク
ま
で
運
ば
れ
る
過
程
に
驚
く
人
、

が
バ
ス
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
す
べ
て
が
感
動
の
様
子
で
し
た
。

⑦
、
乳
量
、
乳
脂
率
、
体
重
、
妊
娠

条
件
、
環
境
、
温
度
等
の
条
件
に
見

合
う
養
分
要
求
量
を
充
足
さ
せ
る
こ

と
。

①
、
良
質
粗
飼
料
の
確
保
に
つ
と
め

る
こ
と
。

、
、
一
局
泌
乳
量
期
に
お
い
て
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
給
与
が
不
足
し
な
い
よ

F￣ 

う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

④
、
無
機
物
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
適
正

に
給
与
す
る
一
」
と
。

②
、
飼
養
失
宜
の
防
止

⑦
、
異
常
醗
酵
を
お
こ
し
や
す
い
飼

料
お
よ
び
成
分
的
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
飼
料
で
は
、
給
与
時
に
特
に
留
意

・
す
《
ゐ
こ
と
。

①
、
飼
料
の
急
激
な
切
り
換
え
を
さ

け
る
こ
と
。

③
、
暑
熱
対
策

⑦
、
夏
季
に
お
け
る
高
温
多
湿
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
を
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
に
、
牛
舎
榊
造
・
飼
料
給
与
法
な

夕
食
時
、
ビ
ー
ル
と
焼
肉
で
ワ
ィ

ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
巾
、
話
し
を
聞

く
と
、
こ
の
九
泊
十
Ⅱ
の
旅
行
で
一

裾
期
待
し
、
｜
番
不
安
だ
っ
た
の
が

こ
の
日
だ
（
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は

全
く
環
境
の
異
な
る
と
こ
ろ
で
、
し

か
も
、
知
ら
な
い
家
に
宿
泊
す
る
経

験
を
ど
の
子
も
初
め
て
味
わ
う
こ
と

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
そ
こ
は

現
代
娘
、
す
ぐ
に
家
族
の
一
員
に
な

り
き
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
彼
女

た
ち
の
話
し
を
聞
く
と
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
は
い
ろ
い
ろ
と
酪
農
の
情
報
は

胴
く
が
、
こ
れ
程
近
代
的
設
備
で
、

ど
各
種
の
暑
熱
対
策
を
立
て
る
こ
と
。
睦
無
脂
固
形
分
率
の
高
い
も
の
を

川
、
機
能
障
害
お
よ
び
疾
病
の
防
除
選
抜
す
る
》
」
と
。

⑦
、
乳
腺
機
能
の
障
害
要
因
と
な
る
①
、
遺
伝
的
素
質
に
お
い
て
無
脂
固

乳
房
炎
な
ど
を
防
除
す
る
こ
と
。

形
分
率
の
一
定
水
準
に
満
た
な
い
も

①
、
乳
成
分
の
形
成
物
質
の
生
産
隙
の
は
、
総
営
経
済
条
件
の
ゆ
る
す
限

害
と
な
る
肝
機
能
陣
容
、
あ
る
い
は
り
、
早
期
に
淘
汰
す
る
こ
と
・

第
一
胃
疾
患
な
ど
を
防
除
す
る
こ
と
。
、
、
種
雄
牛
の
選
定
に
留
意
す
る
こ

＠
、
乳
腺
機
能
の
障
害
要
因
と
な
る
と
。

熱
性
伝
染
病
、
そ
の
他
体
温
の
上
昇
②
、
乳
房
炎
に
対
す
る
抵
抗
性
の
強

を
伴
な
う
疾
病
を
予
防
す
る
こ
と
。
い
個
体
、
系
統
を
選
抜
す
る
と
と
も

⑤
、
遺
伝
的
能
力
の
改
良
対
策

に
、
機
械
搾
乳
に
適
し
た
方
向
に
改

⑦
、
無
脂
固
形
分
率
を
乳
牛
選
抜
の
良
を
進
め
る
こ
と
。

｜
条
件
と
し
て
加
味
す
る
こ
と
。
例

え
ば
、
他
の
条
件
が
同
一
の
場
合
に

1忽PＦＮ

し
か
も
衛
生
的
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
と
か
、
住
宅
の
立
派
な
の
に
は
驚

い
た
な
ど
、
多
種
多
様
な
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
一
泊
の
フ
ァ

１
ム
ス
テ
ィ
で
は
本
当
の
酪
農
の
姿

が
理
解
で
き
な
い
の
で
農
家
の
方
々

の
都
合
が
良
け
れ
ば
一
一
泊
な
り
二
泊

は
し
た
い
。
そ
し
て
作
業
衣
を
着
て

実
習
も
し
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
（
て
酪
農
の
十
分
の
一
ぐ
ら

い
は
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
（

た
だ
し
邪
魔
に
な
り
、
迷
惑
を
か
け

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

露iiii鑿鑿iliililllliilllilliilil1l|鴬
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私
た
ち
も
遠
廻
し
に
花
嫁
探
し
の

こ
と
、
酪
農
の
こ
と
、
町
の
こ
と
な

ど
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
企
画
で

来
年
数
人
で
も
実
習
に
入
り
、
そ
の

中
か
ら
一
人
で
も
花
嫁
が
、
ま
た
酪

農
の
こ
と
、
町
の
こ
と
が
少
し
で
も

理
解
し
て
も
ら
い
宣
伝
で
き
た
ら
こ

の
企
両
は
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
企
画
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
も
し
来
年
も
実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
本
来
の
実
習
生
と
時
期
が
垂

広
大
な
牧
場
。
そ
し
て
、
そ
こ
に

戯
れ
る
牛
の
群
れ
、
そ
の
中
を
遠
々

と
続
く
、
ま
っ
す
ぐ
な
一
木
の
道
。

こ
れ
は
私
の
あ
こ
が
れ
て
い
た
一

場
面
で
あ
り
、
北
海
道
の
、
し
か
も

中
標
津
で
し
か
見
ら
れ
な
い
光
景
だ

と
思
う
。

私
は
広
島
県
尾
道
市
で
生
ま
れ
行

っ
た
。
尾
道
は
前
は
す
ぐ
海
、
そ
し

て
す
ぐ
後
に
は
山
が
あ
り
、
広
い
土

地
の
な
い
町
だ
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で

育
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
ん
な

環
境
の
中
で
生
活
が
で
き
る
こ
の
フ

ア
ー
ム
ス
テ
ィ
は
北
海
道
旅
行
の
メ

イ
ン
と
一
一
・
｜
函
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
つ

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
終
え
て

〈
あ
る
女
子
大
生
よ
り
〉

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う

少
し
日
程
な
ど
を
検
討
の
う
え
、
よ

り
効
果
の
あ
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

帰
り
際
、
彼
女
た
ち
い
わ
く
、
こ

の
家
の
お
嫁
さ
ん
に
な
る
の
に
は
…

と
の
質
問
が
あ
り
、
ま
た
来
年
は
冬

に
来
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

｜
人
で
も
多
く
の
花
嫁
さ
ん
〈
永

久
実
習
生
）
が
こ
の
企
画
で
実
る
こ

と
を
折
り
ま
す
。
（
受
入
農
家
よ
り
）

た
。
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
し

そ
し
て
終
え
た
今
、
と
て
も
感
動
し

て
い
る
。

と
て
も
笑
い
上
戸
で
優
し
い
お
じ

さ
ん
、
親
切
で
私
た
ち
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
と
気
を
配
っ
て
下
さ
っ
た

お
ば
さ
ん
。
昔
の
い
ろ
ん
な
お
話
を

し
て
下
さ
っ
た
り
、
珍
し
い
も
の
を

作
っ
て
下
さ
っ
た
陽
気
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
。
そ
し
て
と
て
も
腕
口
で
私
た

ち
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
離
れ
な
か
っ

た
六
才
の
ボ
ク
。
実
習
で
来
て
い
た

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
。
本
当

に
み
ん
な
よ
い
人
た
ち
ば
か
り
。

．
ま
た
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て

径E己、

も
ら
っ
た
。
牛
舎
に
入
っ
て
大
き
な

牛
に
驚
き
、
豪
快
な
オ
シ
ッ
コ
に
た

ま
げ
、
前
日
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、

ま
だ
毛
の
濡
れ
て
い
た
か
わ
い
い
仔

午
に
感
激
し
、
す
べ
て
が
物
珍
し
く

す
べ
て
が
感
動
的
だ
っ
た
。

一
般
の
農
家
に
入
っ
て
共
に
生
活

で
き
る
な
ど
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
し
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
く
れ
な
け
れ
ば
出
米
な
か
っ
た
維

験
だ
と
思
う
。
こ
の
企
画
を
提
案
し

て
下
さ
っ
た
方
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
を
快
く
受
け
入
れ
て
下

さ
っ
た
家
族
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
本
当
に
た
く

ざ
ん
の
人
々
の
愛
怖
に
触
れ
、
わ
ず

か
半
日
程
度
の
生
活
を
し
た
だ
け
に

す
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
次
の
朝
バ

ス
が
再
び
迎
え
に
来
た
時
、
寂
し
く

っ
て
、
悲
し
く
な
っ
て
思
わ
ず
涙
が

溢
れ
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（

こ
の
北
海
道
旅
行
の
何
に
も
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
お
じ
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ

た
「
ま
た
北
海
道
に
来
た
時
に
は
必

ず
お
寄
り
よ
」
と
い
う
一
一
甑
一
円
業
が
今
で

も
耳
に
残
っ
て
離
れ
な
い
。
本
当
に

す
ば
ら
し
い
時
で
あ
り
、
楽
し
い
一

《

時
で
あ
り
、
素
適
な
人
た
ち
だ
っ
た
。
す
べ
て
に
感
謝
の
言
葉
を
脳
り
た
い
⑪

お
礼
の
一
一
一
曰
葉

中
標
津
連
絡
本
部
長
沢
井
伸
夫

ラ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
心
よ
く
受
け
ぞ
れ
の
酪
農
家
庭
に
着
き
、
翌
朝
出

入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
農
家
の
皆
様
発
す
る
ま
で
の
一
夜
の
こ
と
は
す
ば

に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
ら
し
い
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
で
す
。

し
上
げ
ま
す
。
約
七
口
名
の
学
生
が
心
の
こ
も
っ
た
家
庭
料
理
、
心
豊
か

農
家
の
〃
々
の
潟
か
い
も
て
な
し
を
な
人
々
、
広
人
な
緑
の
草
地
、
旅
行

受
け
、
沢
山
の
想
い
出
を
胸
に
無
訴
の
想
い
出
ば
中
標
津
？
」
と
ば
か
り

叶
っ
て
行
き
ま
し
た
。

の
よ
う
で
す
。
受
け
入
れ
農
家
の
方

七
月
の
下
旬
か
ら
九
月
の
初
句
に
々
に
は
経
済
的
負
担
を
か
け
ま
し
た

か
け
て
、
農
家
は
一
年
中
で
最
も
忙
が
、
学
生
た
ち
の
喜
び
と
郷
里
へ
帰

し
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
お
っ
て
中
標
津
の
こ
と
を
み
ん
な
に
話

願
い
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巾
標
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
大
き
な
宣
伝

津
町
農
協
、
計
根
別
農
協
両
組
合
員
に
な
る
と
思
い
お
許
し
い
た
だ
き
た

合
せ
て
一
一
百
十
戸
余
り
の
農
家
の
方
く
思
い
ま
す
。

方
か
受
け
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
卜
月
に
人
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

と
に
感
謝
を
致
し
ま
す
。

杵
で
反
省
会
を
開
き
、
来
年
の
こ
と

今
、
わ
が
中
標
津
町
も
観
光
資
源
６
械
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

の
発
堀
に
知
恵
を
絞
っ
て
お
り
ま
す
来
年
実
施
さ
れ
る
場
合
は
是
非
ご
協

が
、
自
然
の
観
光
資
源
に
乏
し
い
地
力
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
今
年

域
で
あ
る
こ
と
は
皆
様
ご
水
知
の
皿
は
じ
め
て
の
企
画
で
も
あ
り
、
何
か

り
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
中
標
津
の
と
失
礼
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
っ
て

一
番
大
切
な
産
業
で
あ
る
酪
農
が
槻
お
り
ま
す
。
実
施
中
お
世
話
に
な
っ

光
資
源
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
兄
な
た
多
く
の
万
々
の
熱
意
瀧
れ
る
御
協

か
つ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

力
に
お
礼
を
申
し
ｋ
げ
、
｜
人
の
事

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
、
礼
状
な
ど
を
故
も
な
く
終
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

兄
て
も
、
期
待
と
不
安
の
中
で
そ
れ
と
に
感
謝
し
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。
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日
蒸
れ
も
早
く
な
り
、
深
ま
り
ゆ

く
秋
を
肌
で
感
じ
る
よ
う
に
な
り
主

し
た
。

北
国
に
住
む
私
達
は
、
冬
か
ら
森

光
ま
で
の
約
六
カ
月
間
は
、
貯
蔵
膨

菜
に
た
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｈ
越
冬
野
菜
の
収
穫

〃
だ
い
こ
ん
〃

生
食
向
け
は
〃
ス
入
り
”
し
な
い

も
の
を
貯
蔵
し
た
い
の
で
、
過
熱
で

な
く
、
満
に
あ
て
な
い
う
ち
に
若
ど

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

収
種
の
月
安
は
、
種
ま
き
後
、
七

○
Ⅱ
日
頃
が
適
当
で
す
。
収
穫
後
、

菜
切
り
と
土
砂
落
し
を
行
い
Ｒ
陰
で

表
而
を
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

少
し
で
も
大
き
く
し
よ
う
と
長
く

お
き
す
ぎ
て
「
ス
入
り
人
根
」
に
．
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

〃
キ
ャ
ベ
ツ
。
ハ
ク
サ
イ
〃

霜
に
あ
て
る
前
で
、
結
球
項
部
が

白
っ
ぽ
く
な
っ
て
過
熱
と
な
ら
な
い

八
～
九
分
結
球
の
も
の
を
収
砿
し
ま

生 活 讃 座 、
越
冬
野
菜
の
収
穫
と

野
菜
畑
の
清
掃

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

雁力いつ帯よ－.同すらほごた○〃｜・葉つ犬す
のの収まて・り般野oIiLとぼり｜｜「,Ｕ人分一・けの［
'６縦ｉｌｋ１す、根らに菜野日んうがｌ」を参に杖てロ収
で侍を。発の、よ畑菜にどのjIiiI、ま。’吃を、を極
と符終′ｋ残病そで畑輔過ヨュ'１ごい二かつ株選は
て班え源ｉＷ瀞かのの’）熟スでぽてぼしけ切ん、
白はたに物山ら病溝｜ｚに入すうかうまるリで降
人、畑なか１二秒‘了i;掃げよ}）･でら”すよし結雨
切翌のる’二お一Ｊ虫管るるし人．。う、球後
なｆ「精と’'１かての理よもの参一二人にそ外を
作の締いにさく推うの原の○参鋼の蛎さ
難作とズフイＦｊＬる'１：にでIＸ１根１１で幣後｜ノリけ
で物、/Ｌ々たこはしすは蒋lｌｌ１し、枚、
士′|呂地て残蠣と、まかＭしあ二、外を肝'ｉ

P毎罰

ハ
ク
サ
ィ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
ア
ブ

ラ
ナ
科
の
作
物
は
、
根
元
を
よ
く
見

て
根
コ
ブ
病
に
お
か
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
残
留
物
を
処
分
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
を

．
Ｔ
Ⅲ
年
作
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

士
琲
た
、
う
り
繭
の
つ
る
枯
れ
、
つ

る
割
れ
、
な
す
蝉
の
半
身
い
ち
ょ
う

病
は
．
土
壌
病
害
な
の
で
、
ｔ
中
に

伐
十
一
一
と
は
、
翌
年
の
苑
化
を
さ
ら

こ
れ
ま
で
の
五
Ｎ
の
シ
リ
ー
ズ
で

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
①
食

へ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
体
を
十
分

に
動
か
す
こ
と
。
時
々
体
重
を
測
っ

て
肥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
②

精
神
的
な
過
労
に
お
ち
い
ら
な
い
様

に
う
ま
く
気
分
転
換
を
は
か
る
こ
と
。

③
年
に
一
回
は
尿
や
血
糠
の
検
査
を

受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
。

今
回
、
糖
尿
病
の
治
療
に
つ
い
て

お
話
し
し
て
最
後
と
し
ま
す
。

背
は
糖
尿
病
に
か
か
る
と
短
命
だ

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
雌
近
は
治
療

法
が
進
み
正
し
い
姶
療
を
続
け
て
い

れ
ば
健
康
な
人
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
を

に
多
く
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

述
作
は
、
ぜ
ひ
と
も
さ
け
た
い
も

の
で
す
か
、
や
む
を
得
ず
述
作
す
る

場
合
は
、
病
害
虫
の
発
鞭
が
な
く
て

も
、
腿
・
鶚
・
葉
を
〆
｜
の
残
紹
物
は

搬
出
‐
）
た
方
が
蝋
年
の
病
杼
を
お
さ

え
る
た
め
に
も
人
切
で
す
。

曰
地
力
維
持
と
秋
耕

堆
肥
や
ｋ
駿
改
艮
盗
材
の
投
入
に

よ
り
、
地
力
を
川
復
さ
せ
ｋ
嬢
バ
ラ

ン
ス
を
艦
え
ま
す
。

Ｆ印衡

い
朱
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
糖
尿
病
の
治
療
の
鍵
本
は
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
適
し
た
食
事
と
迎
動
療

法
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
十

分
で
な
い
場
合
に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注

射
や
の
み
薬
を
つ
け
加
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
法
を
守
っ
て
糖
尿
病
の

特
徴
で
あ
る
余
病
（
糖
尿
病
を
放
っ

て
お
く
と
脳
芋
中
、
心
臓
病
、
腎
臓

病
、
視
力
障
害
、
感
染
症
を
ひ
き
お

こ
し
ま
す
。
）
を
予
防
す
る
こ
と
が
糖

尿
病
治
療
に
一
瀞
大
事
な
こ
と
と
な

り
ま
す
。
又
、
検
診
を
積
極
的
に
受

け
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

行》》（》》』

なに沢ｉＭｉてかしるい
ど）'１米にやてくよだこⅢj：
で意年な稗お伴うけと菜
おしのる山いか。、古畑
お、育むのたず二深あは
いＩＩｒＩ１ｌｉどり'’方．のくり肥
、ビ床のがが塊甥付、料
越二’：利妃、の行つ秋分
冬’は点滅ｋまはた耕が
ざル、がし塊ま、〃し４き
せや今あ、’'１寒’二カ㎡は杭
ま、のりこの風塊艮、し
ずオーｉうまも病にはいでや
。らち竜肥原あ；i,,，できず
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災イⅡル１１蚊に
進Ｊ１スのが優泣
会九タニーーイＬ内
が年イ｜｜‘職に各
華」更ン問にホllu
や‐|上Ｊ１ミ、Ⅱミルか
か海進勇什スら
に道会払しタ、
ｌ１ｌｌホ場Ｗｌｌ、イ能
１１１；ルに早）Ｌンノ」
さス於米Ⅱ約・
jiLタてｌ{'’八１ｌＬｌ体
まイ、の、（,型
しンｌｉＨホノしつ典

１輪夢蒋､ｊＫ露ご罪一メキ
L鷲,盃ｦ・向貫Fご蕊創白雫jW
o江，易2ＦＢ＝ｚ孝二と：蕊ｚ“

ilk1I;Ⅱま｜ガルト腱た
|Ｈ１、｣↑しの辮家゜
農てた’'１代、メ
脇が。前Ｌ１’1’イ
のあ根辿と川ン
ｌｌ１，り室彦しｉＵ］審
口、管氏て人TIflY口

数う｜ﾉ］のホＬＬ員
でちにニルでは
管しは名スァーlTL
lﾉ］雌Ｉ［IL1でタシポ
第が一行イス’'１１
二１１頭オフンタの
位，標のｉｌＬ農ンｉＷｉ

蕊
麟
鑪 毎盈

霧査風景

のしダフ雌’0〕パの’卜の
忠まムロ満十リ、地Ｚｌｌ１ｌ
さし．ン’''二でアシ，｢１１［lI1IIIj
なたピテは’11ｔンエ［{《｜lIl頭
どが｜イチ,ｕ々トソはの数
に゛ファ庭獲トノシ佐藤上
雰瀞タ・ｌ１ｊｌ１ｌＬが１トｌ１ｆｒな
席Ｔｌボゴク講しイド.｜}}１ン）’）
のの号’１水、以グ1111．結三
あＦがソ牧まバミレ、果し
ちｌｌｌｉｉ鍵シ」湯たの十’１１，上
‐､１１ト’の繩ｆｉ－ブ’１１イミ：
ち雌い.、雌けト牧維
か行たマ２’|・ｉＷｌン場’31ｔ

エ第し瀞ｊ塾はｉｉのら
ルバ中てィＸも、Iil：あまイモ
シ部標欲員兼米者るた満
１で樺しのね年は部､の
・佐｜IITい選る度瀞が」下声
べ々農も巻のは憲二列が
不木脇のにで令貝、lilllij
ツ昭閥だつ、｜ｌの三仁か
卜雄係といに本選みつイＬ
・さに忠てＩＭ共孝らいま
エんついは者進（これてし
｜川いま膜に会つま&た
ス品てす重よのいし｜Ⅲ。
・のは゜にる予てた趣

｡ 

■で二一

＝￣戸一

2零2席佐々木昭雄さん出品牛 根室、

コ
ヒ
ー
ラ
イ
ト
・
レ
ッ
ド
号
が
二
等

二
腋
（
第
八
位
）
ｘ
、
ト
ー
部
で
編

脇
信
一
さ
ん
出
品
の
パ
イ
ン
デ
ー
ル

ハ
ッ
ヒ
メ
・
パ
ー
ク
号
が
一
等
七
席

（
十
一
一
位
）
に
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
出
品
牛
に
つ
い
て
は
最
藤

の
努
力
を
し
ま
し
た
が
、
腱
協
班
耶

さ
ん
ら
ニ
ー
ト
名
余
の
応
援
』
。
む
な
し

く
附
し
く
も
一
一
一
等
賞
に
終
り
ま
し
た
。１－ 

0 

2等7席福島信一さん出品牛(左端
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(驫艤で収穫の喜び
ｌ菫三回

、:､函謁

■ 

,ノ

じゃがいも伯爵まつ り
、

九
月
九
Ⅱ
、
農
協
青
年
部
主
催
に

よ
る
第
五
回
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ

り
が
東
武
住
青
年
部
畑
作
圃
場
で
開

催
さ
れ
た
。

回
を
重
ね
る
た
び
に
町
民
に
も
浸

透
し
、
今
年
は
約
千
五
百
人
の
人
出

が
あ
り
、
一
時
は
大
駐
車
場
が
満
車

に
な
る
程
の
盛
況
で
、
対
応
に
部
員

た
ち
も
汗
だ
く
で
あ
っ
た
。

天
候
も
籍
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
で
、

絶
好
の
い
も
掘
り
、
和
。
家
族
で
収

灘
の
窟
ぴ
を
味
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
一
番
心
配
し
て
い
た
い
も
に

対
す
る
評
判
だ
が
、
今
年
は
気
候
が

よ
か
っ
た
た
め
、
出
来
が
よ
く
、
苦

情
ひ
と
つ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
部
員

た
ち
は
胸
を
撫
で
お
ろ
し
て
い
た
。

桴肉、

秋
冷
の
候
組
合
員
の
皆
様
方
に
は

ご
消
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
農
作
物
の
収
枇
に
お
忙

し
い
毎
日
の
事
と
存
じ
ま
す
。

平
素
農
協
の
共
済
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
格
別
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す

農
協
共
済
綱
引
大
会
は
契
約
者
組
合

員
の
健
旗
管
理
活
動
の
一
環
と
し
て

過
日
巾
標
津
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
際
し
ま
し
て
ば
組

合
員
は
元
よ
り
農
協
青
年
部
日
築
部

長
を
始
め
部
員
の
皆
様
方
②
ご
協
力

に
よ
り
当
農
協
青
年
部
よ
り
監
督
さ

ん
外
十
一
人
の
チ
ー
ム
綱
成
に
よ
り

ニ
チ
ー
ム
参
加
致
し
ま
し
た
⑯
九
月

三
口
か
ら
町
内
公
設
場
を
備
り
、
》
｜

日
に
一
川
の
練
習
を
重
ね
、
ま
た
他

農
協
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
を
す
る

な
ど
本
番
に
向
け
て
の
意
気
込
み
は

大
変
な
も
の
で
し
た
。

来
年
に
何
げ
新
た
な
闘
志

第
２
回
根
室
地
区
農
協
共
済

‐
農
民
綱
引
大
一
季

一
一
二
Ⅱ
試
合
当
日
競
技
方
法
は
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
カ
式
で
戦
わ
れ
勝
敗
に

つ
い
て
は
ク
ジ
連
も
悪
く
大
変
残
念

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
優
勝
と
は
成

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
練
習
の

成
果
は
一
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
発
揮
さ

れ
て
い
た
試
合
内
容
で
し
た
。

又
、
来
月
十
一
月
に
札
幌
で
行
わ

β￣ 

れ
る
全
泣
大
会
に
来
年
の
試
合
に
向

け
て
勉
強
の
為
見
学
に
出
か
け
た
い

と
言
う
意
見
も
出
て
い
る
力
の
入
り

よ
う
米
年
の
蔽
剛
に
期
待
し
た
い
も

の
で
・
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
コ
ー
チ
監
督
さ
ん
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

尚
、
上
位
三
位
迄
の
成
績
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
別
海
ス
ー
パ
ー
シ
ッ
ク
ス

準
優
勝
別
海
フ
ァ
４
プ
ィ
ン
グ
ブ
ル
ズ

三
位
標
津
オ
ッ
ク
ス
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Ｉ蕊蕊ihilIllii1lil
第
八
回
哩
蛎
会

開
催
月
Ⅱ
九
月
二
十
Ⅱ
Ⅱ

開
碓
場
所
農
協
役
員
会
議
雫

〈
識
案
〉

「
固
定
資
産
（
自
家
Ⅲ
パ
ス
｝
の

取
得
に
つ
い
て

車
種
、
い
丁
、
、
定
員
Ⅲ
十
八
名

取
得
価
格
、
ル
ハ
、
’
’
五
七
、
刑
Ｃ
・
Ｕ

円
原
案
ど
う
り
承
認
ざ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

『
府
県
の
乳
牛
消
流
状
況
に
つ
い

て役
職
凹
旦
に
卜
ひ
る
側
来
、
関
閥
四
国

方
而
の
乳
牛
追
跡
調
査
と
販
路
拡

大
等
に
つ
い
て
各
々
報
告
が
行
な

わ
れ
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

「
管
魂
臓
貿
｝
委
員
会
の
経
過
に
つ

い
て

二
、
そ
の
他

Ｈ
農
陵
連
盟
へ
の
事
務
所
貸
与
条

件
に
つ
い
て

口
聡
員
研
修
報
告
に
つ
い
て

⑤
新
卒
者
採
用
に
つ
い
て

、
地
区
別
懇
談
会
の
Ⅱ
程
変
更
に

つ
い
｝
Ｌ

師
道
腱
協
畑
作
対
策
に
つ
い
て

㈲
澱
粉
Ｔ
場
の
操
業
状
況
に
つ
い
て

胸
役
風
研
修
に
つ
い
て

㈹
組
勘
の
嘔
算
利
川
料
に
つ
い
て

⑪
ｋ
地
競
落
後
の
対
応
に
つ
い
て

㈹
飼
料
、
ピ
ー
ト
ペ
ル
プ
等
の
情

勢
に
つ
い
て

伊司日

対・’‐但｛mｉ－対’二蕊こしト鍵什上三Ｍ似梼卜、比七鮒
品月昭ン励５，i１場<分し折ン特苣Ｏ比
月末和当金料新みと昭込、'１別下ｉはぎ
、ＨＩＬＬ｝）の梁あす和み’）ｊ(オーヘーー

綱,い≦Ⅲ憶鯏辮言鰐；成出十一利記いる五一

打ｾﾞｨﾄﾞi］儒紬平爽ｃぃのう，
牛す）’’1］上〈料十施トリて他レハ
用るのみｆｌｌｌ柵｜｜
全。「］たあ路川梢髄クバ
製かめい四木算ニル
らの配港Ⅱ時○キＭ 

ｎｌ］ 

変の体系変更飼料配合乳牛用

ニルいす時新き次（Ｐ更分
ユキて･にⅡ｜がのう、に以｜‐
Ｉ’はなご銅でよンＴな畔）ｌ
フ１．，お淀料きうス、’）、
し、二m怠のまなかＮま銘Ｈ
ｌ１ょ１惜願Ｕ」す緒らのす柄、
クニ｜にい替のぴみ量"か型
-1.Ⅱ｜（つまえでって、Ｃ変造

(新銘柄）（類似している１日ニューフレーク）
ＣＰ－ＴＤＮＣＰ－ＴＤＮ 

ニユーパルキー１２（１２－７０）－ニユーフレーク１３m３－７１）
ニューバルキー１６（１６－７０）←－－ニューフレーク１６（１６－６９）
ニューバルキー１８（１８－７０）－－－ニューフレーク1８（１８－６８）

藍二:二！》灘|;:三川／ﾆﾆｰﾙｰｸ2('(…？’
スーパーバルキ－７５（２０－７５）←－－スーパーパルキー（１９－７５）

戸室ｈ

、

農
協
の
就
業
晤
閏
か
ｌ
｜
ロ

ー
曰
か
ら
翌
年
四
月
一
一
一
十
曰
ま

で
次
の
よ
う
に
変
り
ま
す
の
て

よ
ろ
し
く
お
腰
い
致
し
ま
す
。

．
Ｕ
 

二
一
口

事
務
所
Ⅱ
（
平
曰
）
エ
ー
ー
削
九
時
か

ら
午
後
四
時
半
一
一
◎
て

（
土
曜
日
）
午
前
九
崎
か
ら

正
午
ま
で

ス
ト
ア
ー
Ⅱ
午
前
十
時
開
店

午
後
六
吋
閉
店

ス
タ
ン
ド
ー
ー
｜
‐
前
九
時
か
ら
（
｜
‐

後
五
時
半
一
一
ひ
で
営
業

資
材
店
舗
Ⅱ
（
平
日
）
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
半
き
て

（
土
躍
曰
）
午
前
九
時
か
ら

一
止
午
註
で

人
工
授
精
受
付
時
間
Ⅱ
（
平
曰
．
）

午
前
八
膣
か
ら
午
後
一
時

ま
で

（
工
曜
・
祝
曰
〕
午
前
八
時

か
ら
午
前
十
鯖
ま
で

〃
Ｌ
 

十
一
月
一
日
か
ら

農
協
の
就
業
時
間
が

変
り
ま
す
。

ノ
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犯
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05）農協だより

質のよいﾐ'豈i1iii》二鰭i泉しｎｌｓ目乳質
⑥搾孚し装面を正しく蓬Ｕ上しsl史ソ－し

●ミルクの適切な冷却と貯蔵
●搾乳が終るたびに洗浄
●ライナーとミルクチューブの定期交換
●ミルキングシステムの定期点検
,FII1J1蒜乳鑑に1kg当I)５円、３以上の場合は

旬－＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 行旬
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０
０
←
１
０
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１
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０
－
１
ｌ
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ｌ
０
 

Ｊ
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
ｌ
ｌ
０
０
 

修一男夫一要

綺｜張一転 夫一要
聿羊平
一
本

画
》
０
４

半沢利半

国見一一皇
国兄実
斉藤哲雄

※検査ランク２の場合は当ロ出荷乳気’
５０円のペナルテイが謀せられ讃す。

ｌ
－
０
０
ｌ
０
０
０
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ｌ
ｌ
Ｃ
ｒ
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百
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■
■
■
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【
Ｉ
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１
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農協だよ$〕（161

こ
の
桧
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
撤

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
述
い
を

し

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

ゆ

く
応
募
規
定
〉

①
吉
絲
礫
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
病
・
住
所
・
年
令
を

雷
い
て
下
さ
い
。

③
対
鍾
至
福
Ⅱ
小
・
山
‐
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
寛
七
条
南
二
丁
目

中
標
瀧
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
十
月
三
十
日
ま
で

《 学生の応募を
お待ちしております｡。

小｡中

ります。Ⅵ 

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
正
解

者
に
は
当
り
賞
を
贈
号
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
．

＊
正
解
者
の
発
表
は
十
二
月
号
紙
面

で
発
表
い
た
し
ま
す
。

〈
八
月
号
の
当
選
者
〉

八
〃
号
の
正
解
は
「
三
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
正
解
者
は
十

名
で
し
た
。

正
解
者
に
は
当
り
賞
、
正
解
で
な

か
っ
た
．
方
に
は
参
加
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
、
農
協
広
報
係
ま
で
申
し

『層､’

ｃ
年
金
と
税
金

厚
一
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
恩
給
は
、
所
得
税
法
上
、

給
与
所
得
の
収
入
金
額
と
さ
れ
所
得

槐
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
金
や
恩
給
が
支
払
わ
れ
る
際
に

知抓おきたい

出
下
さ
い
。

正
解
學
行
は
次
の
方
々
で
す
。

西
武
住
藤
原
軒
撒
く
ん

〃
林
映
子
ち
ゃ
ん

南
武
佐
小
沼
誠
く
ん

俵
僑
中
林
価
紀
子
ち
ゃ
ん

〃
巾
‐
林
英
司
く
ん

高
傲
小
林
健
一
く
人

<８月号の間違い個所〉

の知識
く根室税務署〉

は
通
常
の
給
与
と
同
様
に
所
得
税

の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
す

が
、
年
金
や
恩
給
の
額
が
年
間
六
卜

万
何
未
満
｛
六
十
五
歳
以
上
の
場
合

は
九
十
万
円
未
満
）
の
場
合
に
は
、

扶
鍵
難
除
等
叩
告
書
の
提
出
は
必
要

な
く
、
ま
た
、
源
泉
徴
収
も
さ
れ
ま

せ
ん
。
ざ
ら
に
、
若
年
者
｛
六
十
八

歳
以
ｋ
で
年
間
の
所
得
金
額
が
一
千

万
円
以
下
の
人
｝
が
受
け
る
公
的
年

金
や
恩
給
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

収
入
金
額
か
ら
凪
恒
年
若
年
金
特
別

小
林
稔
く
ん

〃

当
幌
阿
部
吻
画
美
ち
ゃ
ん

fsg、

現
し
て
、

物
膳
か
な

中
に
も
、

経
営
に
対

己
る
一
怠
欲

か
感
じ
ら

れ
だ
岩
国
（

さ
ん
で
し

だ
。 ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
特
に
バ
レ
ー
ポ
ー
几

は
高
校
の
時
、
選
手
匠
つ
だ
そ
う
で
す
。
中
学
の

頃
か
ら
三
由
で
広
々
と
し
厄
と
こ
－
つ
で
牛
一
活
一
毎
｜
し

て
み
一
に
か
つ
だ
と
の
こ
と
。
合
．
そ
の
薑
し
か
実

会
同
号
の
一
表
紙
写
真
は
当
幌
地
区
の
吉
田
富
子

さ
幻
二
十
一
一
万
で
す
。
高
筏
を
一
牛
業
鰻
一
一
年
八

カ
月
中
儂
置
の
農
機
具
会
社
に
勤
務
さ
れ
・
五
十

八
年
一
一
月
に
嫁
い
で
采
ら
れ
左
訳
で
す
が
、
酪
農

の
経
験
は
全
く
ば
く
《
｜
］
で
も
不
慣
れ
な
仕
事
か

あ
る
の
で
、
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
『
｜
主
人
の

手
助
け
一
辻
し
だ
い
と
話
し
て
あ
ら
れ
ま
し
だ
。

排
除
，
」
と
し
て
七
－
ｒ
八
万
円
を
差
し

引
く
こ
と
か
で
き
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
年
齢
が
宍
十
且
歳

以
ｆ
で
、
そ
の
年
中
の
収
入
か
公
的

年
金
や
恩
給
だ
け
の
人
の
場
合
そ

の
収
入
金
額
か
百
九
卜
｜
｜
｜
万
Ⅲ
（
と

年
詩
年
金
特
別
控
除
七
十
八
万
円
、

給
与
所
得
控
除
蘭
十
七
万
円
、
老
年

者
控
除
二
十
五
万
円
、
避
礎
控
除
一
一
一

－
三
万
円
の
合
計
額
）
以
下
で
あ
れ

ば
，
所
得
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す

ﾉ」 〃

阿阿

郡部

忍杏
ちち
やや

ん人


